
新型コロナウイルス感染症軽症者等宿泊療養施設管理運営業務 

提案書作成要領 

 

石川県が実施する「新型コロナウイルス感染症軽症者等宿泊療養施設管理運営業務」（以下「本業務」

という。）に関し、公募型プロポーザル参加者が企画提案書を作成するため必要な事項は次のとおり

とする。 

公募型プロポーザル参加者は、公募型プロポーザル実施要綱及び本業務の仕様書を確認の上、こ

の要領により、必要な書類を提出するものとする。 

 

１ 企画提案時の提出書類 

（１） 提案書（別記様式４） １部 

（２） 企画提案書 ７部（正本１部、副本６部） 

（３） 業務委託見積書 ７部（正本１部、副本６部） 

（４） 会社概要 ７部（正本１部、副本６部） 

（５） 業務実績 ７部（正本１部、副本６部） 

 

２ 作成要領 

（１） 一般事項 

ア 用紙サイズはＡ４版で統一すること。図表サイズ等でやむを得ずＡ４以上の用紙を使用す

る場合は、Ａ４サイズに折りたたむこと。 

イ ページ番号を各ページの下部中央に印字すること。  

ウ ページ数の上限を２０ページとすること。 

エ 企画提案プレゼンテーションは、２５分（プレゼンテーション１５分、質疑応答１０分を想

定）以内で説明できるよう全体を構成すること。また、説明者は質疑応答ができる者とする

こと。 

オ 企画提案プレゼンテーションは、印刷した企画提案書に基づいて実施すること。提案書以

外にプロジェクター等を利用した説明は不可とする。 

 

（２） 企画提案書 

業務委託仕様書及び評価基準を参考の上、次の事項について記載した企画提案書を作成する

こと。 

【必須項目】 

ア 宿泊療養施設の役割や課題に対する認識 

宿泊療養施設の役割や運営上の課題について、どのような認識を持ち、当該業務を担おう



としているか 

イ 療養者への対応内容 

療養者の安全の確保を最優先とする運営が可能な提案内容となっているか。 

（健康観察対応、症状悪化時の対応等） 

ウ 管理運営体制 

療養者の受入人数に応じて、施設運営や療養者の健康管理・生活支援を円滑に行えるスタ

ッフ体制が確保できるか 

 

（３） 業務委託見積書 

ア 石川県知事宛とすること。 

イ 見積金額は、現在、県が宿泊療養施設として運営している、ホテルルートイン金沢駅

前（軽症者等入所可能室数２２０室）において、一日あたりの平均療養者数（入所者

数）５０名と想定した１か月間（３０日間）の管理運営に係る所要経費を見積もるこ

と。数カ月毎に費用が発生すると見込むものについても、１か月間（３０日間）換算

で見積もること。 

ウ 見積の根拠となった所要経費の明細を、「仕様書業務詳細」に沿って明らかにするとと

もに、合計金額は、消費税及び地方消費税を含めた金額を記入すること。 

エ 再委託先がある場合には、備考欄等に再委託予定先を明記すること。なお、円滑な宿

泊療養施設の運営の引継ぎのため、業務を再委託する場合に、現在県が直接委託を行

っている受託業者を引き継ぐことも可能とする。 

オ 宿泊療養施設の区域設定のためのゾーニング工事（床面等の養生及びパーテーショ

ン等の設置（撤去を含む）等）や内線電話工事等の開設準備、及び宿泊療養施設の運

営に必要な備品及び消耗品（リネン類を除く）については、既に県で実施・確保済の

ため見積もる必要はない。なお、受託後、宿泊療養施設を運営するにあたり、追加で

工事が必要となった場合や、備品・消耗品に不足が生じた場合には、受託者において

実施・確保することとし、その費用は実施状況に応じて県が負担する。 

 

（注）公募型プロポーザルの企画提案時に提出する業務委託見積書は、仮定の療養者数及び運用日

数に基づく積算となるため、プロポーザルで選定した最優秀者と契約を締結する際の契約の

上限額については、提出された見積書の明細を基本に、委託者と受託者で協議の上、決定する。 


